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議会だより
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議長の年頭あいさつ 2P
12月定例会のあらまし

社会福祉憲章条例を改正 2P
町の考えを聞く 6P

先進地に学ぶ（委員会リポート） 14P

インタビュー（傍聴席からひとこと） 16P

新春書き初め大会（町教育委員会など主催）

が１月６日、町中央公民館小ホールで開かれ

ました。参加したのは町内の小学生46人。書

道の上達を願い力強く筆を走らせていました。

書道の上達願い書き初め
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ごあいさつ
山田町議会議長　佐々木　良　一

新年明けましておめでとうございます。
町民の皆さんは、健康で希望に満ちた新春をお

迎えのことと、心よりお喜び申し上げます。
昨年中は、皆さんの力強いご支援によりまして

議員活動に専念でき、本町発展に微力を尽くすこ
とができましたことに対し、議会を代表して厚く
お礼申し上げます。
さて、本町の昨年を振り返りますと、最大の出

来事として、我が町が生んだ偉大な政治家であり、
元内閣総理大臣で、名誉町民の鈴木善幸先生の突
然のご逝去がありました。あらためて、先生が郷
土に残された数々のご功績に敬意と感謝を申し上
げます。次に、産業経済面では、水産業が相変わ
らずの不漁と輸入水産物の影響から、長引く低迷
を脱し切れず、農業は一昨年の記録的な冷夏によ
る不作から、米は豊作となり「ホッと一息」と
いったところですが、他の作物は、猛暑の影響で
満足な収穫が得られませんでした。また、商工業についても、
雇用情勢の回復が見られず、全体として、あまり元気の出ない
一年であったように思います。
現在、町の財政も国の「三位一体の改革」による地方交付税

などの削減により、極めて厳しい状況にあります。
新しい年は、合併５０周年の区切りの年であり、平成１８年度か

らの新しいまちづくりを進めていくための第８次山田町総合発
展計画の策定、さらには県立山田病院の建設も始まります。
今年こそ、何とか景気が回復し、明るさの見える年となるよ

う、議会としても、本町の現実を直視し、町民の福祉の向上の
ため、執行部とともに創意と工夫を凝らしながら、その使命を
果たしていきたいと思っております。
本年も一層のご支援とご協力をお願い申し上げ、皆様のご健

勝とご多幸を祈念し、議会を代表してのあいさつといたします。

社
会
福
祉
憲
章
条
例
を
改
正

２００５年
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十
二
月
定
例
会
は
、
十
二
月
八
日
か
ら
十
日
ま
で
三
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
（
六
�
〜
十
三

�
に
掲
載
）
に
は
九
人
が
登
壇
し
、
新
年
度
予
算
や
、
防

災
対
策
、
教
育
所
信
な
ど
幅
広
く
町
政
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。
町
か
ら
は
、
社
会
福
祉
憲
章
条
例
の
一
部
改
正

案
、
公
共
下
水
道
と
漁
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
改
正
案

や
補
正
予
算
な
ど
、
議
案
十
件
が
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結

果
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
請

願
に
伴
う
意
見
書
案
と
委
員
八
人
で
構
成
す
る
「
議
員
定

数
検
討
特
別
委
員
会
」
の
設
置
な
ど
を
原
案
ど
お
り
可
決

し
、
三
日
間
の
会
期
を
閉
じ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
憲
章
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
が
提
案
さ

れ
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
第
四
回
臨
時
会

（
八
月
九
日
）で
否
決
さ
れ
た
も

の
に
一
部
修
正
を
加
え
再
提
案

さ
れ
た
議
案
で
、
県
の
「
単
独

医
療
費
助
成
事
業
」
の
見
直
し

を
受
け
、
当
町
の
「
社
会
福
祉

憲
章
条
例
」「
乳
幼
児
、
妊
産

婦
及
び
重
度
心
身
障
害
者
医
療

費
給
付
条
例
」「
福
祉
医
療
費

貸
付
基
金
条
例
」
を
改
正
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
受
給
者
に

一
定
の
自
己
負
担
を
求
め
る
も

の
で
す
。
施
行
は
四
月
一
日
か

ら
で
、
四
月
医
療
費
分
か
ら
の

適
用
と
な
り
ま
す
。

主
な
改
正
の
内
容
と
質
疑
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
の
受

給
対
象
年
齢
を
二
十
歳
か
ら

十
八
歳
に
引
き
下
げ

▼
医
療
費
給
付
金
の
額
は
、
負

担
額
か
ら
、
通
院
は
千
五
百

円
、
入
院
は
五
千
円
を
控
除

し
た
額
（
町
民
税
非
課
税
は

全
額
免
除
）

▼
三
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の
受

給
者
負
担
を
、
通
院
は
七
百

五
十
円
、
入
院
は
二
千
五
百

円
を
控
除
し
た
額
（
三
歳
未

満
の
児
童
及
び
町
民
税
非
課

税
は
全
額
免
除
）

▼
寡
婦
の
医
療
費
助
成
額
を
、

二
分
の
一
に
改
正

前
回
と
今
回
の
違
い
は

八
月
に
否
決
さ
れ
た
内
容

と
今
回
の
違
い
は
何
か
。
ま
た
、

町
の
負
担
は
ど
う
か
。

就
学
前
児
童
の
自
己
負
担

な
ど
を
軽
減
し
て
い
る
。
改
正

に
よ
る
町
負
担
の
軽
減
額
は
、

全
体
で
は
前
回
提
案
が
千
五
百

万
円
程
度
、
今
回
は
千
二
百
万

答 問

円
程
度
と
な
る
。

千
二
百
万
円
を
別
の
と
こ

ろ
か
ら
求
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
か
。

児
童
手
当
は
国
の
制
度
改

正
で
手
厚
く
な
り
、
来
年
度
は

六
百
八
十
六
万
円
の
歳
出
増
が

見
込
ま
れ
る
。

制
度
の
根
幹
は
守
り
た
い
が
、

制
度
が
存
続
で
き
な
く
な
る
ま

え
に
改
正
し
て
負
担
を
少
な
く

す
べ
き
で
あ
る
。

手
直
し
が
さ
れ
て
い
る
が
、

県
の
制
度
に
あ
わ
せ
る
内
容
だ
。

現
在
の
財
政
状
況
で
は
、
千
二

百
万
円
を
出
せ
な
い
の
か
。

高
齢
化
率
が
二
六
�
を
超

え
、
さ
ら
に
増
え
る
傾
向
に
あ

る
。
制
度
そ
の
も
の
を
維
持
で

き
な
く
な
る
お
そ
れ
も
あ
る
。

低
所
得
者
層
に
対
し
て
は
、
今

ま
で
ど
お
り
の
制
度
が
残
さ
れ

て
い
る
。

答 問 答 問

■日山忠郎議員
母子家庭受給者対象の20歳の

年齢を18歳に改正した点を評価
する。医療費の助成の必要性は
十分に認識するが、この条例改
正はやむを得ないと考える。

■三ヶ尻隆雄議員
厳しい社会情勢のなかで山田

町が健全な財政運営をしていく
ため、将来財政再建団体になら
ないために、聖域とされる憲章
条例の改正もやむなしと考える。

■佐藤忠暉議員
岩手県に誇る山田の福祉憲章

条例である。財政が厳しくても
1,200万円は他で削ることがで
きるはずだ。これを町民に負わ
せることは承服できない。

■佐藤照彦議員
憲章条例の根本は、一人で生

きること、あるいは養うことが
困難な人に手を差し出すことだ。
また、子育て支援の方向性が示
されないままの改正であり反対
する。

賛 成 討 論

反 対 討 論

12月定例会、３日間で延べ30人
の方々が議会を傍聴しました
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一
般
会
計
２
千
　
万
円
を
削
減

町
一
般
会
計
を
二
千
九
百
五

十
五
万
円
減
額
す
る
な
ど
、
十

六
年
度
の
補
正
予
算
六
件
が
提

案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
全
て
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
一
般
会
計
の
補
正
は
、

収
入
役
を
置
か
な
い
条
例
と
年

度
途
中
の
退
職
者
、
人
事
異
動

に
伴
う
人
件
費
の
調
整
、
国
県

支
出
金
の
内
示
や
精
査
に
向
け

た
事
業
費
の
増
減
と
組
み
替
え

な
ど
が
主
な
骨
子
で
、
増
減
さ

れ
た
主
な
も
の
と
質
疑
の
概
要

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
地
方
交
付
税
…
二
億
千
百
四

万
円
の
増

▽
民
生
費
国
庫
負
担
金
…
二
千

百
九
十
四
万
円
の
減

▽
減
債
基
金
繰
入
金
…
三
億
円

の
減

▽
一
般
管
理
費
…
千
五
百
三
十

二
万
円
の
減

▽
塵
芥
し
尿
処
理
費
…
千
三
百

七
十
五
万
円
の
減

▽
水
産
振
興
費
…
二
百
二
十
四

万
円
の
減

▽
土
地
区
画
整
理
費
…
二
千
八

十
七
万
円
の
減

特
別
交
付
税
は
、
例
年
ど

お
り
交
付
さ
れ
る
か
。

ま
だ
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

先
日
の
新
潟
中
越
地
震
な
ど
に

予
算
が
と
ら
れ
る
の
で
、
大
幅

に
減
る
の
で
は
な
い
か
。

答 問寒
冷
地
手
当
を
廃
止
せ
よ

職
員
の
寒
冷
地
手
当
は
な

く
な
ら
な
い
の
か
。

国
の
勧
告
で
は
、
山
田
は

削
減
の
対
象
地
区
に
入
っ
て
い

な
い
が
、
住
民
の
理
解
が
得
ら

れ
な
い
と
思
う
の
で
検
討
し
た

い
。

答 問学
童
保
育
の
状
況
は

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、

当
初
の
予
定
よ
り
利
用
者
が
少

な
い
の
は
な
ぜ
か
。

事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
四

十
九
人
が
利
用
し
た
い
と
答
え

た
が
、
現
在
の
利
用
者
は
十
四

人
で
あ
る
。
状
況
を
見
て
い
る

人
も
あ
り
、
今
後
、
増
え
る
の

で
は
と
考
え
て
い
る
。

答 問

斎
場
の
使
用
料
の
値
上
げ

を
考
え
て
は
ど
う
か
。

使
用
料
、
手
数
料
は
検
討

中
で
あ
る
。

答 問区
画
整
理
事
業
の
砂
対
策
は

柳
沢
、
北
浜
地
区
で
は
風

が
強
く
な
る
と
、
砂
嵐
の
よ
う

に
な
る
。
洗
濯
物
も
干
せ
な
い

状
況
が
あ
り
、
対
応
で
き
な
い

か
。

砂
利
を
敷
い
た
り
、
水
を

ま
く
な
ど
の
対
応
を
し
て
い

る
。
地
域
住
民
に
迷
惑
を
か
け

な
い
よ
う
に
対
応
し
て
い
き
た

い
。

答 問鯨
館
の
あ
り
方
を
検
討
せ
よ

鯨
と
海
の
科
学
館
の
あ
り

方
を
検
討
せ
よ
。
職
員
が
二
人

常
駐
す
る
必
要
は
な
い
の
で
は

な
い
か
。

職
員
体
制
、広
告
宣
伝
費
、

企
画
展
、
冬
季
の
休
館
な
ど
、

今
後
具
体
的
に
検
討
し
て
い

く
。

山
田
病
院
用
地
取
得
業
務

委
託
料
は
。
町
の
持
ち
出
し
は

問 答 問

な
い
の
か
。

県
か
ら
の
委
託
金
は
八
百

二
十
九
万
円
で
あ
る
。
こ
の
う

ち
用
地
取
得
の
登
記
な
ど
に
三

百
四
十
三
万
円
か
か
っ
た
。
そ

の
他
、
人
件
費
な
ど
が
四
百
八

十
六
万
円
で
あ
る
、
町
か
ら
の

持
ち
出
し
は
な
い
。

答国
土
調
査
の
変
更
は
可
能
か

国
土
調
査
の
際
、
一
度
測

量
し
た
後
で
境
界
の
変
更
は
で

き
る
の
か
。

期
限
内
で
あ
れ
ば
双
方
の

合
意
の
上
で
再
測
量
は
で
き

る
。

答 問

効率的な運営の検討が求め
られる「鯨と海の科学館」

955

特
別
交
付
税
の
見
込
み
は

…減債基金

町債（町で借りたお金）の
返済を計画的に行うために積
み立てている資金のこと。

こ と ば

超過料金

一般用

浴場用

臨時用

1�

1�

1�

130（0,136）

60（0,063）

180（0,189）

145

70

190

9

7

1

基本料金

一般用

浴場用

臨時用

10�

10�

1�

1,200（1,260）

1,200（1,260）

180（0,189）

1,300

1,300

190

40

40

1

料　　金 用　途 基本水量 現行（税込価格）改定料金 税込みでの
引き上げ額
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下
水
道
料
金
が
改
定
さ
れ
、

今
年
の
四
月
料
金
か
ら
下
表
の

と
お
り
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
健
康
で
快
適
な
生

活
環
境
の
改
善
を
図
り
、
生
産

の
場
で
あ
る
海
、
河
川
な
ど
の

公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
を
目

的
と
し
て
下
水
道
の
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
事
業

を
行
っ
て
い
く
上
で
、
こ
れ
ま

で
以
上
の
財
政
支
出
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
経
営
の
健
全

化
を
目
的
と
し
て
、
今
回
の
料

金
改
定
と
な
り
ま
し
た
。

改
定
は
平
成
十
二
年
三
月
以

来
で
、
税
込
み
で
の
引
き
上
げ

額
は
基
本
料
金
が
四
十
円
、
超

過
料
金
（
一
般
用
）
が
九
円
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
十
六

年
四
月
の
消
費
税
法
改
正
に
よ

り
、
価
格
表
示
が
「
税
抜
き
価

格
」
か
ら
「
総
額
表
示
（
税
込

み
価
格
）」
に
義
務
付
け
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
下
水
道
料
金
も

「
総
額
表
示
」
と
な
り
ま
す
。

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
。

標
準
家
庭
で
ど
の
程
度

の
値
上
げ
と
な
る
か
。

四
人
家
族
で
標
準
的
な

使
用
水
量
が
二
十
五
〜
三
十
�

と
す
れ
ば
、
百
六
十
八
〜
二
百

十
円
の
値
上
げ
と
な
る
。

値
上
げ
に
よ
り
、
下
水

道
の
普
及
が
進
ま
な
い
の
で
は
。

山
田
の
海
と
自
然
を
守
る

こ
と
も
訴
え
な
が
ら
水
洗
化
の

融
資
制
度
や
利
子
補
給
制
度
な

ど
を
Ｐ
Ｒ
し
普
及
を
図
る
。

答 問 答 問

町選管委員と補充員を選挙
議会は、平成16年12月18日に任期満了となる町

選挙管理委員会委員と補充員のそれぞれ４人を選挙
し、原案どおり決定しました。
■選挙管理委員会委員（再任）
�和合恊一（船越・67）�田代省平（八幡・73）
�勝山君雄（豊間根・65）�阿部八太郎（大沢・68）

■補充員（数字は、補充の順序）
①鈴木恊子（山田・60）…再任　②齋藤茂（船越・
53）…再任　③木村幸喜（織笠・53）…再任　④木
村清美（豊間根・47）…新任

教育委員の任命に同意
新しい教育委員として、上澤

富士夫さん（51）＝大沢＝の任
命に同意を求める案件が提案さ
れ、議会はこれに同意しました。

議員定数検討特別委員会を設置
本町議会の議員定数は20人（平成15年４月選挙か

ら適用　法定数は26人）ですが、本町を取り巻く状
勢が変化していることなどから、更なる検討を行う
必要があるとして、本定例会で「山田町議会議員定
数検討特別委員会」が設置されました。委員数は８
人で、12月10日の初会合では、委員長に昆暉雄副議
長、副委員長に日山忠郎議会運営委員長を選出しま
した。今後は、今年６月30日までの期限で議員定数
の調査、検討を進めることになります。

発議案６件を原案可決
本定例会では、次の意見書が議員発議され、原案

どおり可決されました。その後、政府関係機関へ提
出されました。

■所得課税の定率減税継続を求める意見書
■消費税増税の中止を求める意見書
■緊急地域雇用創出特別交付金の継続・改善を求める
意見書
■介護保険の改悪に反対し、改善を求める意見書
■乳幼児医療費無料制度の創設を求める意見書
■地方交付税制度の堅持と総額確保に関する意見書

下水道整備は、快適な生活環境の改善と
山田の海と自然を守ることが目的です
（船越浦の浜地区の下水道工事の様子）

和合恊一さん 田代省平さん 勝山君雄さん 阿部八太郎さん

上澤富士夫さん

単位：円
◆公共下水道、漁業集落排水処理施設料金改定表

下
水
道
料
金
を
改
定

４０

基
本
料
金
　
円
の
値
上
げ
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沼崎詔安議員

新年度予算

予
算
編
成
に
の
ぞ
む
決
意
は

身
の
丈
に
あ
っ
た
規
模
で

総務行政

職
員
の
意
識
向
上
を
ど
う
図
る
か

小
グ
ル
ー
プ
の
対
話
を
検
討

質
問

地
方
交
付
税
や
補
助

金
が
削
減
さ
れ
る
中
、
新
年
度

の
予
算
編
成
に
の
ぞ
む
決
意
は
。

ま
た
、
平
成
十
七
年
度
が
最

終
年
度
と
な
る
第
七
次
総
合
発

展
計
画
事
業
を
、
ど
の
よ
う
に

予
算
に
反
映
さ
せ
る
の
か
。

沼
崎
町
長

国
は
、
十
一
月

十
八
日
に
三
位
一
体
改
革
の
方

向
性
を
示
す
「
基
本
的
枠
組
み
」

を
決
定
し
た
が
、
ま
だ
、
地
方

交
付
税
は
不
透
明
な
状
況
に
あ

り
、
税
源
移
譲
も
過
大
な
期
待

が
持
て
な
い
。

新
年
度
の
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
は
、

①
財
政
を
と
り
ま
く
現
状
を
認

識
し
、「
身
の
丈
に
あ
っ
た
規

模
」
で
財
政
運
営
を
す
る
た

め
、
予
算
総
額
を
前
年
度
以

下
と
す
る
。

②
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
バ
ラ
ン
ス

の
均
衡
に
努
め
る
。

③
従
来
の
枠
配
分
方
式
を
一
層

強
化
し
、
見
込
ま
れ
る
財
源

不
足
額
の
圧
縮
を
図
る
。

第
七
次
総
合
発
展
計
画
に
つ

い
て
は
、
最
終
年
度
で
あ
り
、

実
施
計
画
に
掲
げ
た
施
策
事
業

を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
を
基

本
方
針
と
し
、
現
下
の
厳
し
い

財
政
状
況
に
対
応
し
て
い
く
決

意
で
あ
る
。

質
問

マ
ス
コ
ミ
に
報
道
さ

れ
る
汚
職
事
件
は
、
知
事
、
市

町
村
長
、
助
役
以
下
あ
ら
ゆ
る

階
層
で
発
生
し
て
い
る
。

役
場
職
員
の
綱
紀
粛
正
と
服

務
に
つ
い
て
、
町
長
は
自
ら
ど

の
よ
う
に
自
戒
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
助
役
以
下
の
職
員
に
ど

の
よ
う
な
指
導
を
し
て
い
る
か
。

沼
崎
町
長

自
戒
の
一
例
と

し
て
、
役
場
へ
の
出
退
勤
の
際

は
、
公
用
車
の
利
用
を
や
め
自

家
用
車
を
利
用
し
て
い
る
。
ま

た
、
出
退
勤
時
間
を
職
員
の
勤

務
時
間
に
合
わ
せ
て
い
る
。
役

場
職
員
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は

公
務
員
と
し
て
の
自
覚
で
あ
る
。

時
代
の
厳
し
さ
を
認
識
し
、
職

員
に
範
を
示
す
べ
き
立
場
を
自

覚
し
、
職
務
の
遂
行
に
全
力
を

あ
げ
る
決
意
で
あ
る
。

職
員
へ
の
指
導
に
つ
い
て
は
、

随
時
、
庁
議
に
お
い
て
指
示
を

与
え
、
年
度
始
め
や
年
末
年
始

休
暇
の
前
な
ど
に
は
直
接
メ
ー

ル
に
よ
り
指
示
を
与
え
て
い
る
。

ま
た
、
一
般
職
員
を
対
象
に
小

グ
ル
ー
プ
毎
の
対
話
を
検
討
し

て
お
り
、
そ
の
中
で
も
私
の
思

い
は
伝
え
る
つ
も
り
で
あ
る
。

平成17年度予算編成の
各課ヒアリングの様子

12月14日から実施された一般職員
を対象とした町長との対話の様子
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農業振興

後
継
者
育
成
を
ど
う
進
め
る

若
手
商
工
業
者
の
活
動
を
支
援

佐々木良一郎議員

産業振興

商
工
業
振
興
の
た
め
融
資
制
度
の
改
善
を

要
望
が
あ
り
調
査
・
検
討
す
る

質
問

町
内
の
商
工
業
の
振

興
を
図
る
た
め
、
中
小
企
業
向

け
の
融
資
制
度
が
あ
る
が
、
一

�
の
利
子
補
給
を
二
�
に
で
き

な
い
か
。

ま
た
、
岩
手
県
信
用
保
証
協

会
の
保
証
料
は
、
融
資
分
の
全

額
を
補
助
し
、
新
規
事
業
者
が

町
内
で
操
業
し
や
す
い
よ
う
に

し
、
若
い
人
た
ち
が
山
田
に
多

く
残
る
よ
う
に
す
る
べ
き
だ
。

沼
崎
町
長

現
行
制
度
で
は
、

町
の
支
援
は
利
子
補
給
の
一
�

の
み
で
あ
る
。
保
証
料
へ
の
補

助
、
新
規
操
業
者
へ
の
融
資
は

行
っ
て
い
な
い
が
、
要
望
や
問

い
合
わ
せ
も
あ
り
、
調
査
、
検

討
し
て
い
く
。

質
問

町
で
誘
致
企
業
と
し

て
認
め
ら
れ
る
会
社
の
企
業
投

資
金
額
の
基
準
は
変
わ
っ
て
い

な
い
か
。
変
わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
、

今
の
景
気
に
合
わ
せ
て
、
投
資

金
額
を
下
げ
て
も
よ
い
の
で
は
。

沼
崎
町
長

工
場
誘
致
条
例

で
は
、
新
設
に
よ
る
投
下
資
本

総
額
は
、
三
千
万
円
以
上
で
変

わ
っ
て
い
な
い
。

下
げ
た
ら
ど
う
か
と
い
う
点

に
つ
い
て
は
、
現
行
の
工
場
誘

致
条
例
の
見
直
し
を
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
お
り
、
投
下
資
本

総
額
に
つ
い
て
も
、
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問

後
継
者
不
足
と
従
事

者
の
高
齢
化
で
町
内
に
遊
休
農

地
が
増
え
て
い
る
。
そ
こ
で
、

町
が
出
資
し
て
農
業
生
産
法
人

を
立
ち
上
げ
た
ら
ど
う
か
。

特
に
昔
か
ら
田
は
天
然
の
ダ

ム
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
休
耕

し
て
い
る
田
畑
を
利
用
し
て
農

作
物
生
産
、
販
売
に
力
を
入
れ

る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

①
稲
作

②
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
の
野
菜
、

花
き

③
農
作
業
受
委
託
な
ど

沼
崎
町
長

現
在
、
農
業
委

員
会
で
、
遊
休
農
地
の
実
態
調

査
及
び
農
家
の
意
向
調
査
を

行
っ
て
お
り
、
町
と
連
携
を
図

り
遊
休
農
地
の
有
効
利
用
に
向

け
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
、
農
地
の
利
用

集
積
を
図
る
な
ど
の
農
業
生
産

法
人
化
の
動
き
が
あ
れ
ば
関
係

機
関
と
と
も
に
支
援
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

稲
作
は
、
全
国
的
に
米
余
り

で
、
国
の
生
産
調
整
継
続
に
よ
り

本
町
で
の
米
の
増
産
は
難
し
い
。

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
の
野
菜
、

花
き
は
、
今
後
、
力
を
注
ぐ
。

「やまだイケ麺スタンプラリー」のイベ
ントを盛り上げようと12月12日「ジャン
ボかた焼きそば」作りが行われ、多くの
家族づれで賑わいを見せていました
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生駒利治議員

財
務
行
政

新年度の財政見通しは
税源移譲と交付税は不透明

ヒラメ放流事業

遊
漁
者
か
ら
の
協
力
を

県
段
階
で
見
直
し
を
予
定

質
問

財
務
行
政
に
つ
い
て
、

次
の
点
を
問
う
。

①
新
年
度
の
地
方
交
付
税
な
ど

財
源
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

②
新
年
度
の
重
点
施
策
と
主
要

な
事
業
項
目
は
何
か
。

③
地
域
再
生
計
画
制
度
を
積
極

的
に
活
用
し
て
は
。

④
新
年
度
に
お
け
る
、
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
の
活
用
は
あ
る

か
。

沼
崎
町
長

①
三
位
一
体
改
革
の
基
本
的
枠

組
み
は
決
定
さ
れ
た
が
、
税

源
移
譲
や
地
方
交
付
税
な
ど

に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
不
透

明
で
あ
り
、
例
年
ど
お
り
十

二
月
末
に
国
か
ら
示
さ
れ
る

地
方
財
政
計
画
を
基
に
見
込

ま
ざ
る
を
得
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

②
柳
沢
・
北
浜
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
、
山
田
地
区
公
共

下
水
道
整
備
事
業
、
大
沢
・

船
越
・
織
笠
地
区
漁
業
集
落

環
境
整
備
事
業
、
柳
沢
第
一

団
地
建
替
事
業
で
あ
る
。

③
構
造
改
革
特
区
も
含
め
、
検

討
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

④
新
年
度
は
、
公
営
住
宅
柳
沢

第
一
団
地
建
替
事
業
Ｅ
棟
建

設
に
伴
う
二
カ
年
の
継
続
事

業
費
へ
の
活
用
と
、
公
営
住

宅
周
辺
の
居
住
環
境
の
整
備

を
図
る
た
め
、
街
灯
・
道
路

の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

質
問

ヒ
ラ
メ
放
流
事
業
に

つ
い
て
、
次
の
点
を
問
う
。

①
十
七
年
度
以
降
の
遊
漁
者
の

負
担
は
ど
う
な
る
か
。

②
町
と
漁
協
が
連
携
し
て
、
遊

漁
者
に
放
流
経
費
へ
の
協
力

金
を
求
め
る
仕
組
み
が
考
え

ら
れ
な
い
か
。

③
山
田
湾
・
船
越
湾
の
海
域
は
、

ヒ
ラ
メ
の
放
流
、
繁
殖
の
適

地
か
ど
う
か
。

沼
崎
町
長
　

①
県
段
階
に
お
い
て
、
十
七
年

度
内
に
、
遊
漁
船
業
協
会
の

負
担
金
の
率
と
併
せ
て
見
直

し
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

②
回
遊
性
魚
類
で
あ
り
、
放
流

効
果
が
広
範
囲
に
及
ぶ
こ
と

か
ら
、
県
沿
岸
全
体
で
検
討

す
る
事
項
で
あ
り
、
当
町
の

み
の
協
力
金
は
理
解
を
得
ら

れ
な
い
と
考
え
る
。

③
久
慈
地
区
は
ヒ
ラ
メ
の
生
息

に
適
し
た
砂
地
が
広
い
と
聞

い
て
い
る
が
、
宮
古
以
南
の

海
域
は
、
ほ
ぼ
同
じ
生
息
環

境
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

当
町
沖
合
海
域
が
適
地
か
ど

う
か
に
つ
い
て
は
、
今
の
と

こ
ろ
資
料
が
な
い
。

大きな恵みをもたらす山田湾
（大浦街道から望む）

３棟目（Ｅ棟）の建設が始まった柳沢
第１団地建替事業、17年度に完成の予
定で28世帯の入居が可能となります
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漁業振興

漁
協
合
併
に
支
援
を

現
時
点
で
は
言
及
で
き
な
い

山崎幸男議員

新年度予算
「
メ
リ
ハ
リ
」の
あ
る
施
策
と
予
算
を

発
展
計
画
事
業
を
着
実
に
推
進

質
問

本
町
の
財
政
は
非
常

に
厳
し
い
。
本
町
に
も
い
ろ
い

ろ
な
課
題
が
山
積
み
し
て
い
る

が
、
従
来
の
よ
う
に
「
あ
れ
も
、

こ
れ
も
」
で
は
な
く
「
あ
れ
か
、

こ
れ
か
」
を
判
断
し
、
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
重
点
施
策
を
掲
げ
、

新
年
度
予
算
と
す
べ
き
で
あ
り
、

次
の
点
を
問
う
。

①
新
年
度
の
重
点
施
策
と
財
政

規
模
は
い
く
ら
か
。

②
沼
崎
町
長
在
任
中
は
、
公
共

料
金
の
値
上
げ
は
な
い
も
の

と
考
え
て
よ
い
か
。

③
新
年
度
の
事
務
・
事
業
の
見

直
し
と
、
歳
出
削
減
は
。

沼
崎
町
長
　

①
重
点
施
策
は
、
第
七
次
総
合

発
展
計
画
の
最
終
年
度
で
あ

り
、
実
施
計
画
を
着
実
に
推

進
す
る
こ
と
が
基
本
と
な
る
。

財
政
規
模
は
、
対
前
年
度

比
六
�
減
の
七
十
一
億
円
前

後
と
見
込
ん
で
い
る
。

②
自
主
財
源
を
中
心
と
し
た
歳

入
基
盤
の
確
立
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
、
受
益
に
見
合
っ

た
負
担
を
求
め
る
方
向
を
検

討
し
て
い
く
。

③
土
地
区
画
整
理
事
業
、
公
共

下
水
道
事
業
、
住
宅
市
街
地

総
合
整
備
事
業
、
漁
業
集
落

環
境
整
備
事
業
で
六
億
七
千

二
百
万
円
の
減
。
一
般
事
業

で
、
二
億
三
千
九
百
万
円
の

減
の
見
込
み
で
あ
る
。

質
問

本
町
の
漁
業
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
担
い
手
や
資
源

の
減
少
、
魚
価
安
、
消
費
の
低

迷
な
ど
厳
し
い
環
境
に
あ
る
。

増
殖
に
よ
る
資
源
の
確
保
、
漁

業
経
営
及
び
技
術
指
導
な
ど
、

組
合
員
の
期
待
に
応
え
る
た
め

漁
協
合
併
は
急
務
と
考
え
る
。

つ
い
て
は
、
次
の
点
を
問
う
。

①
増
殖
漁
業
と
資
源
管
理
型
漁

業
の
推
進
を
漁
協
と
一
体
と

な
り
進
め
る
考
え
は
な
い
か
。

②
合
併
後
の
漁
協
に
対
し
、
財

務
健
全
化
、
体
質
強
化
、
指

導
員
設
置
に
対
す
る
財
政
支

援
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

沼
崎
町
長
　

①
ア
ワ
ビ
・
ヒ
ラ
メ
の
種
苗
放

流
事
業
を
始
め
、
ア
ワ
ビ
の

生
息
調
査
、
放
流
効
果
調
査

な
ど
、
漁
協
や
県
関
係
機
関

と
の
連
携
の
も
と
に
実
施
し

て
お
り
、
今
後
も
継
続
す
る

考
え
で
あ
る
。

②
漁
協
合
併
推
進
協
議
会
専
門

委
員
会
で
、
事
業
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て

い
る
。
現
時
点
で
、
町
の
助

成
に
つ
い
て
言
及
す
る
段
階

で
は
な
い
。

新年度の重点施策は第７次総合発展計画の実施計画を着実
に推進することです（柳沢・北浜地区土地区画整理事業）
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安
全
教
育

子供の安全をどう守るか
マニュアルを作り対応

田村剛一議員

広域行政

広
域
行
政
の
将
来
像
は

広
域
連
合
を
期
待

質
問

宮
古
市
、
田
老
町
、

新
里
村
に
よ
る
三
市
町
村
合
併

も
現
実
の
も
の
に
な
っ
て
き
た
。

合
併
が
成
立
す
れ
ば
、
広
域
行

政
組
合
の
枠
組
み
も
変
わ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
新
し
い
広
域

行
政
は
ど
う
あ
っ
た
ら
よ
い
か
。

ま
た
、
山
田
町
の
果
た
す
役
割

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

町
長
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

沼
崎
町
長

新
宮
古
市
が
誕

生
す
る
こ
と
で
、
新
市
と
他
の

広
域
内
町
村
と
の
広
域
連
合
に

つ
い
て
検
討
さ
れ
る
も
の
と

思
っ
て
い
る
。
広
域
連
合
の
中

で
の
山
田
町
の
役
割
は
、
共
同

処
理
事
務
を
広
げ
な
が
ら
人
員
、

経
費
の
削
減
、
各
市
町
村
の
特

性
を
生
か
し
た
産
業
振
興
を
提

言
し
推
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。

質
問

宮
古
市
長
の
考
え
て

い
る
次
の
方
向
性
は
広
域
合
併

の
よ
う
だ
。
広
域
連
合
構
想
は
、

広
域
の
全
首
長
の
共
通
認
識
と

し
て
あ
る
の
か
。

沼
崎
町
長

平
成
十
四
年
に

「
宮
古
下
閉
伊
地
域
の
広
域
連

携
の
将
来
像
に
つ
い
て
」
が
ま

と
め
ら
れ
て
あ
る
。
そ
の
中
で
、

広
域
連
合
に
つ
い
て
、
広
域
市

町
村
長
が
合
意
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
方
向
で
進
む
も
の
と
期
待

し
て
い
る
。

質
問

新
潟
中
越
地
震
や
奈

良
女
子
児
童
惨
殺
事
件
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
、
い
た
ま
し
い
災

害
や
事
故
が
起
き
て
い
る
。
本

町
で
は
、
子
供
達
の
命
や
安
全

を
守
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
防

災
教
育
、
安
全
教
育
が
行
わ
れ

て
い
る
か
。

松
尾
教
育
長

各
学
校
と
も

安
全
教
育
全
体
計
画
及
び
危
機

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
実

施
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
登

下
校
指
導
、
交
通
安
全
教
室
、

火
災
・
地
震
・
津
波
を
想
定
し

た
避
難
訓
練
、
不
審
者
対
応
の

防
犯
教
室
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。質

問

近
年
、
不
審
者
の
出

没
は
あ
る
の
か
。
ま
た
、
危
機

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
施
設
設

備
の
保
全
が
中
心
で
、
子
供
を

守
る
と
い
う
視
点
に
欠
け
て
い

る
。
子
供
の
安
全
を
中
心
に
し

た
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
す
べ
き
だ
。

松
尾
教
育
長

現
在
の
と
こ

ろ
、
不
審
者
の
出
没
は
聞
い
て

い
な
い
が
安
心
し
て
は
な
ら
な

い
。
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
方
向

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。 各学校毎に作成されている危機管理マニュアル

12月７日に行われた「宮古市・田老町・新里村合併調印式」
新たな宮古広域行政のあり方が注目されます
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佐藤忠暉議員

災害対策

自
然
災
害
へ
の
備
え
は

「
地
域
防
災
計
画
」の
検
討
・
整
備
を
図
る

福祉憲章条例

現
行
制
度
の
維
持
を
望
む

自
己
負
担
は
あ
る
が
継
続
し
て
実
施

質
問

今
年
は
全
国
的
に
台

風
や
地
震
の
被
害
が
続
き
、
今

だ
災
害
復
旧
が
と
ど
こ
お
っ
て

い
る
市
町
村
が
多
い
状
態
だ
。

幸
い
に
し
て
本
町
は
被
害
が

少
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
こ
れ

か
ら
冬
を
向
か
え
て
、
雪
害
の

事
例
も
こ
こ
数
年
続
い
て
い
る
。

そ
こ
で
、
地
震
、
津
波
、
水

害
、
土
砂
災
害
、
雪
害
な
ど
の

自
然
災
害
を
心
配
し
て
い
る
が
、

本
町
の
危
機
管
理
は
、
大
丈
夫

だ
ろ
う
か
と
危
ぐ
し
て
い
る
。

今
後
、
こ
れ
ら
の
災
害
に
で

き
る
だ
け
備
え
を
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
現
状
は
ど
う
か
。

沼
崎
町
長

自
然
災
害
は
、

台
風
や
大
雪
の
よ
う
に
あ
ら
か

じ
め
予
測
が
立
つ
も
の
と
、
地

震
･
津
波
の
よ
う
に
突
然
襲
っ

て
く
る
も
の
が
あ
る
。

町
と
し
て
主
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
は
、
総
合
防
災
訓
練
の

実
施
、
津
波
防
災
マ
ッ
プ
の
作

成
、
飲
料
水
の
確
保
、
非
常
用

持
ち
出
し
袋
の
配
布
、
非
常
食

や
毛
布
の
備
蓄
、
防
災
無
線
の

整
備
な
ど
で
あ
る
が
、
町
民
の

方
も
そ
れ
ぞ
れ
日
頃
か
ら
防
災

意
識
を
持
つ
こ
と
も
、
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
る
大
き
な

要
素
で
あ
る
と
思
う
。

今
後
は
、
平
成
十
七
年
度
に

見
直
し
す
る
地
域
防
災
計
画
の

中
で
、
検
討
、
整
備
を
図
り
、

災
害
に
備
え
る
考
え
で
あ
る
。

質
問

八
月
九
日
に
招
集
さ

れ
た
第
四
回
臨
時
議
会
で
、
山

田
町
社
会
福
祉
憲
章
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
議
案

は
否
決
さ
れ
た
が
、
再
提
出
さ

れ
る
よ
う
で
あ
る
。

な
ん
と
か
現
行
を
維
持
で
き

な
い
か
望
む
が
ど
う
か
。

沼
崎
町
長

岩
手
県
で
は
、

昨
年
十
月
一
日
か
ら
行
財
政
改

革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て

「
県
単
独
医
療
費
助
成
事
業
」

の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
。

本
町
で
は
、
こ
の
事
業
を
基

本
と
し
、
町
独
自
の
考
え
方
も

取
り
入
れ
て
、
少
子
化
及
び
子

育
て
支
援
の
面
か
ら
、
乳
幼
児

医
療
費
の
三
歳
か
ら
就
学
前
に

つ
い
て
は
、
自
己
負
担
の
二
分

の
一
を
助
成
す
る
こ
と
で
福
祉

医
療
助
成
制
度
の
継
続
を
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
低
所
得
者
対

策
と
し
て
、
県
の
制
度
に
は
な

い
「
父
子
家
庭
へ
の
医
療
費
助

成
」
を
継
続
実
施
し
て
い
く
。

寡
婦
に
つ
い
て
も
医
療
費
の
一

部
自
己
負
担
を
半
額
と
し
て
継

続
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

少子化対策及び子育て支援などの施策や環境整備も
重要な課題です（３カ月児、10カ月児検診の様子）

新潟中越地震の被災者救援のた
め、町民の皆さんからたくさん
の救援物資が寄せられました
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三ヶ尻隆雄議員

総務行政

職
員
削
減
、給
料
カ
ッ
ト
を

事
務
・
事
業
を
見
直
し
抑
制
に
努
め
る

財政問題
「
三
位
一
体
」改
革
に
よ
る
財
政
へ
の
影
響
は

現
時
点
で
の
影
響
は
不
明

質
問

さ
ら
な
る
職
員
削
減
、

昇
給
ス
ト
ッ
プ
、
給
料
カ
ッ
ト

を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

沼
崎
町
長

平
成
十
六
年
一

月
か
ら
十
七
年
三
月
ま
で
町
長

は
給
料
一
〇
�
、
助
役
、
教
育

長
は
給
料
の
八
�
の
減
額
及
び

議
員
報
酬
の
減
額
が
行
わ
れ
て

い
る
。
職
員
は
人
事
院
勧
告
に

よ
る
本
俸
と
手
当
て
の
減
額
や

五
十
五
歳
時
の
昇
給
停
止
、
管

理
職
手
当
て
二
〇
�
減
額
を

行
っ
て
い
る
。
平
成
十
四
・
十

五
年
度
の
人
事
院
勧
告
に
よ
る

削
減
額
の
合
計
は
、
約
六
千
九

百
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

職
員
の
削
減
は
、
平
成
十
五

年
度
は
九
人
が
退
職
し
、
平
成

十
六
・
十
七
年
度
の
新
採
用
を

見
合
わ
せ
た
結
果
、
定
員
適
正

化
計
画
の
二
年
前
倒
し
の
状
況

と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
人
件

費
の
削
減
額
は
、
平
成
十
五
年

度
は
約
五
千
万
円
で
、
一
般
会

計
分
の
平
成
十
年
度
か
ら
の
比

較
で
は
、
約
一
億
七
千
四
百
万

円
の
減
で
あ
る
。
ま
た
、
平
成

十
六
年
度
も
退
職
者
が
あ
り
、

人
件
費
の
削
減
は
更
に
進
む
。

財
政
計
画
の
中
で
は
人
件
費

の
抑
制
は
重
要
で
あ
る
が
、
一

方
で
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

も
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
後
も
事
務
・
事
業
の
見
直
し

を
進
め
、
職
員
数
の
削
減
と
人

件
費
の
抑
制
に
努
め
て
い
く
。

質
問

三
位
一
体
改
革
の
直

近
情
報
は
、
ま
た
、
そ
の
内
容

に
よ
る
町
財
政
へ
の
影
響
は
。

沼
崎
町
長

十
一
月
二
十
六

日
に
政
府
与
党
で
合
意
さ
れ
た

内
容
は
、

①
国
庫
補
助
負
担
金
は
、
平
成

十
七
年
度
及
び
十
八
年
度
予

算
で
三
兆
円
程
度
の
廃
止
、

縮
減
を
行
う
。

②
税
源
移
譲
は
、
平
成
十
六
年

度
に
所
得
譲
与
税
及
び
税
源

移
譲
予
定
特
例
交
付
金
と
し

て
措
置
し
た
額
を
含
め
、
三

兆
円
規
模
を
目
指
す
。
税
源

移
譲
は
所
得
税
か
ら
個
人
住

民
税
へ
の
移
譲
に
よ
り
行
う
。

③
地
方
交
付
税
は
、
平
成
十
七

年
度
及
び
十
八
年
度
は
地
域

に
お
い
て
必
要
な
行
政
課
題

に
対
し
て
は
適
切
に
財
政
措

置
を
行
う
な
ど
、「
基
本
方

針
２
０
０
４
」
を
遵
守
し
、

地
方
団
体
の
安
定
的
な
財
政

運
営
に
必
要
な
交
付
税
、
地

方
税
な
ど
の
一
般
財
源
の
総

額
を
確
保
す
る
。

と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
内
容

で
は
具
体
的
に
本
町
の
財
政
に

及
ぼ
す
影
響
は
明
ら
か
で
な
い
。

厳しい財政状況の中、更なる改
革が求められています（町役場）

まだまだ内容が不透明な「三位一体
改革」自立の道を目指す当町にとっ
て、財政への影響が心配されます



岩手県やまだ議会だよりＮｏ.１０７ 平成１７年１月１５日発行（１３）

災害対策

地
域
防
災
に
ど
う
生
か
す

防
災
計
画
・
設
備
の
検
討
・
整
備
を
図
る

佐藤照彦議員

教育行政

教
育
行
政
を
担
う
決
意
を
示
せ

「
生
き
る
力
」を
支
え
る
基
礎
・
基
本
を
徹
底

質
問

本
町
の
教
育
行
政
を

再
度
担
う
に
当
た
っ
て
の
教
育

長
の
所
信
を
問
う
。

松
尾
教
育
長

二
十
一
世
紀

を
担
う
青
少
年
が
「
夢
」
と

「
希
望
」
と
「
進
取
」
の
心
を

も
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

挑
戦
し
「
心
豊
か
で
、
た
く
ま

し
い
人
間
」
に
育
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

①
児
童
生
徒
の
学
力
の
さ
ら
な

る
向
上
に
努
め
る
た
め
、

「
生
き
る
力
」
を
支
え
る
基

礎
・
基
本
の
徹
底
を
図
る
と

と
も
に
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ス

ク
ー
ル
推
進
事
業
（
連
携
教

育
）を
発
展
さ
せ
、
小
学
校
・

中
学
校
の
連
携
を
強
め
る
。

②
豊
か
な
心
の
育
成
を
目
指
し

た
心
の
教
育
を
推
進
す
る
た

め
、
道
徳
教
育
の
充
実
を
図

り
、
豊
か
な
体
験
活
動
推
進

事
業
の
着
実
な
推
進
及
び
児

童
生
徒
の
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
充
実
を
図
る
。

③
学
校
生
活
を
明
る
く
楽
し
く

送
れ
る
よ
う
な
健
全
育
成
を

図
る
。
児
童
生
徒
の
中
に
自

信
と
誇
り
を
育
て
る
こ
と
を

通
し
て
、
問
題
行
動
の
解
決

と
不
登
校
児
童
生
徒
を
な
く

す
努
力
を
す
る
。

④
町
民
が
明
る
く
、
心
豊
か
に

生
活
で
き
る
生
涯
学
習
を
推

進
し
、
芸
術
・
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
努
め
る
。

質
問

中
越
地
震
と
豪
雨
災

害
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
防
災
課

題
、
被
災
者
支
援
の
課
題
と
政

治
の
責
任
が
見
え
て
き
た
。

「
地
域
防
災
計
画
」
の
総
合

的
な
見
直
し
に
、
こ
れ
ら
を
ど

う
生
か
す
所
存
か
。

沼
崎
町
長

中
越
地
震
か
ら

学
ぶ
べ
き
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ

る
。
特
に
情
報
の
伝
達
･
収
集

や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
、
被

災
者
の
救
助
、
支
援
に
つ
い
て
、

県
を
は
じ
め
関
係
機
関
、
団
体

と
の
協
議
を
一
層
深
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

①
一
人
暮
ら
し
、
寝
た
き
り
の

高
齢
者
、
身
体
障
害
者
な
ど

の
避
難
対
策

②
津
波
警
報
な
ど
に
伴
う
避
難

勧
告
の
方
法

③
地
域
ご
と
の
津
波
避
難
計
画

の
策
定

④
防
災
意
識
の
向
上
と
自
主
防

災
組
織
の
整
備
、
充
実

⑤
防
災
･
情
報
設
備
の
整
備
、

充
実

⑥
災
害
後
の
復
旧
体
制
の
あ
り

方の
検
討
、
整
備
を
図
り
、
災

害
に
備
え
た
い
。

21世紀を担う子供たち
「心豊かで、たくましい人間」に育つことは、
みんなの願いです（山田南小学校）
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議
会
に
は
、
総
務
、
教
育
民
生
、
産
業
建
設
の
三
常

任
委
員
会
が
あ
り
、
毎
年
町
の
事
務
・
事
業
の
調
査
や

提
言
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
本
年
度
の
所
管
事
務

調
査
が
こ
の
ほ
ど
終
了
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
先
進
地

に
出
向
い
て
の
町
外
調
査
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

総
務
常
任
委
員
会
（
川
村
敬

一
委
員
長
・
委
員
五
人
）
の
町

外
調
査
は
十
一
月
一
日
と
二
日

に
行
わ
れ
「
自
主
防
災
組
織
の

形
成
・
育
成
を
主
と
し
た
総
合

的
な
防
災
行
政
の
具
体
的
な
取

り
組
み
状
況
」
を
テ
ー
マ
に
青

森
県
青
森
市
を
訪
ね
ま
し
た
。

●
青
森
市

訓
練
に
も
工
夫
が
必
要

青
森
市
（
人
口
二
十
九
万
七

千
人
）
で
は
、
昨
年
四
月
、
庁

内
に
「
危
機
管
理
室
」
を
設
置

し
、
テ
ロ
・
防
災
・
自
然
災
害

を
主
に
、
市
民
を
災
害
か
ら
保

護
す
る
こ
と
を
市
の
責
務
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

防
災
意
識
の
高
揚
の
取
り
組

み
と
し
て
、
道
路
寸
断
を
想
定

し
た
抜
き
打
ち
の
職
員
参
集
訓

練
や
災
害
時
に
地
区
に
不
在
の

大
人
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
の
試

み
と
し
て
、
平
日
の
日
中
に
中

学
生
参
加
の
訓
練
も
実
施
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

自
主
防
災
組
織
の
組
織
率
は

十
四
・
三
％
と
低
い
が
、
結
成

さ
れ
た
町
会
（
町
内
会
）
は
市

か
ら
支
給
さ
れ
た
防
災
資
機
材

な
ど
の
活
用
や
救
急
救
命
・
応

急
手
当
な
ど
の
訓
練
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

住
民
に
「
自
分
の
身
は
、
自

分
で
守
る
」「
自
分
た
ち
の
ま

ち
は
、
自
分
た
ち
で
守
る
」
と

い
っ
た
意
識
を
い
か
に
し
て
高

め
て
い
く
か
が
大
事
で
あ
る
か

を
学
ん
だ
研
修
で
し
た
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会
（
吉

川
淑
子
委
員
長
・
委
員
六
人
）

の
町
外
調
査
は
十
一
月
九
日
に
、

「
学
校
給
食
」
を
テ
ー
マ
に
川

井
村
を
、「
子
育
て
支
援
事
業

と
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」を
テ
ー

マ
に
宮
古
市
を
訪
ね
ま
し
た
。

電
化
、
ド
ラ
イ
方
式
を
採
用
し

た
、
ク
リ
ー
ン
で
安
全
性
が
高

い
施
設
で
す
。
運
営
は
配
送
業

務
を
村
の
第
三
セ
ク
タ
ー
に
委

託
し
、
他
の
業
務
は
直
営
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
給
食
費
は
一

食
当
り
小
学
生
が
二
百
五
十
円
、

中
学
生
が
二
百
八
十
円
で
す
。

●
川
井
村

ク
リ
ー
ン
で
安
全
な
施
設

川
井
村
（
人
口
三
千
七
百
人
）

で
は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
（
平
成

十
四
年
建
替
）
で
小
中
学
校
八

校
分
の
給
食
を
実
施
、
オ
ー
ル

宮
古
市
（
人
口
五
万
三
千
人
）

は
、
平
成
十
五
年
度
に
子
育
て

プ
ラ
ン
策
定
モ
デ
ル
地
区
に
指

●
宮
古
市

全
学
区
で
の
開
設
を
計
画

青森市の自主防災組織の形成と育成
について説明を受ける総務常任委員

宮古市の学童保育について
調査する教育民生常任委員

教育民生

学
校
給
食
と
子
育
て
支
援
策
を
調
査

総　　務

自
主
防
災
組
織
の
取
り
組
み
を
調
査

委員会リポート

先進地視察でまちづくり学ぶ
１６年度の所管事務調査が終了
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定
さ
れ
行
動
計
画
を
策
定
、
事

業
実
施
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

学
童
の
家
（
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
）
は
、
平
成
十
五
年
度
ま
で

は
四
カ
所
で
し
た
が
、
十
八
年

度
ま
で
に
全
学
区
に
開
設
さ
れ

る
計
画
で
、
現
在
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を

指
定
管
理
者
と
し
て
管
理
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。
利
用
料
は
一

人
に
つ
き
一
年
生
が
六
千
円
、

そ
の
他
の
学
年
は
四
千
円
で
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
佐
々
木
良
一
郎
委
員
長
・
委

員
六
人
）
の
町
外
調
査
は
十
一

月
一
日
と
二
日
に
行
わ
れ
「
漁

業
経
営
の
安
定
と
活
性
化
策
に

つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
青
森
県

後
潟
漁
業
協
同
組
合
を
訪
ね
ま

し
た
。

●
青
森
市
後
潟
漁
業
協
同
組
合

漁
業
経
営
安
定
化
の
取
り
組
み

後
潟
漁
業
協
同
組
合
（
組
合

員
五
十
八
人
）
で
は
、
漁
業
経

営
の
安
定
と
活
性
化
を
目
指
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。
毎
年
夏
に
開

催
さ
れ
る
「
う
し
ろ
が
た
漁
港

ま
つ
り
」
で
は
、
漁
船
に
よ
る

海
上
パ
レ
ー
ド
や
海
産
物
販

売
、
特
産
品
の
ホ
タ
テ
の
無
料

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
組
合
員
主
体

で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
体

験
型
漁
業
と
し
て
、
地
引
網
体

験
や
体
験
乗
船
、
か
ご
漁
業
体

験
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
薄
れ

つ
つ
あ
る
地
域
住
民
と
の
ふ
れ

あ
い
や
、
漁
業
に
対
す
る
理
解

と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
、

祭
り
を
通
じ
て
「
安
全
」「
安

心
」「
新
鮮
」
な
地
元
水
産
物

の
Ｐ
Ｒ
と
消
費
拡
大
に
よ
る
地

域
活
性
化
へ
の
貢
献
を
目
指
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

本
町
で
も
観
光
資
源
や
特
産

品
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
資
源
を
活
用
し
、
低
迷
し

て
い
る
町
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
く
か
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。

各常任委員会では、平成16年度に行った所
管事務調査の結果を基にそれぞれ町政への要望
事項をまとめ12月10日、町長へ提出しました。
主なものを抜粋して紹介します。

■総務常任委員会

①保育園などの民営化については、地域住民と
の充分な話し合いのもとに、行政改革に沿う
方向で検討されたい。
②機構改革の成果と課題について、早期にこれ
までの集約を図り、次年度からの行政運営に
生かすよう努められたい。
③防災意識の高揚を図るためには、「自らの命
は自ら守る」「自分たちの地域は自分たちで
守る」といった、町民個々の自覚と地域の連
帯感の醸成が最も大事であり、有効的と考え
るので、今後においても自主防災組織の結
成・育成に積極的に努められたい。

■教育民生常任委員会

①介護保険の現状と課題については、保険料を
滞納したことで介護保険を利用できなくな
り、悲惨な事故につながらないよう、福祉憲
章条例の精神にたって対処してもらいたい。
同時に滞納者を出さない努力をすること。
②保育園や児童館、幼稚園の廃止並びに民営化
については、充分な議論を尽くし、地域に対
する説明と理解のうえで実施すること。
③放課後児童クラブは、空教室を有効利用し、
他の学区でも開設すること。
④環境、廃棄物処理、リサイクルについては、
大沢川下流の大腸菌数が多い原因がつかめて
いないので、今後も定期検査を継続し経過を
観察すること。

■産業建設常任委員会

①柳沢・北浜地区土地区画整理事業にあたって
は、分離発注を行うなど地元業者を活用する
ための検討をしてほしい。
②住民に直結するサービスとして、町道・排水
施設などの維持補修費の予算を増額し住民生
活の向上に努めてほしい。
③水道事業の改良整備については、漏水の早期
発見に努め、早急に対応できる対策を講じて
ほしい。また、未給水地区の解消に努められ
たい。
④山田町の危機的な産業状況を改善するため、
地域産業の活性化に向けた取り組みを最重要
課題として取り組んでほしい。

後潟漁業協同組合の漁業経営
活性化に向けた取り組みの説
明を受ける産業建設常任委員

産業建設

地
域
産
業
の
活
性
化
策
探
る



議会広報研修で紙面づくりを学ぶ
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議員出欠表 ◎病気入院　□公務欠席
△遅刻早退　◯自己都合

あ
と
が
き

本会議種別 欠 席 者 等 氏 名月　日

12月８日 第４回定例会
△山崎　幸男　◎山崎　文悟

◎佐々木良一

12月９日 〃
△吉川　淑子　◎山崎　文悟

○川村　敬一　◎佐々木良一

12月10日 〃
◎山崎　文悟　△豊間根　彪

◎佐々木良一
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▼
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
よ
う
こ
そ
２
０
０

５
年
、
そ
ん
な
思
い
で
新
年
を

迎
え
ま
し
た
が
、
明
る
い
き
ざ

し
は
い
っ
こ
う
に
見
え
ま
せ
ん

▼
昨
年
は
、
災
害
、
事
故
、
事

件
に
暮
れ
た
一
年
で
し
た
。
新

潟
中
越
地
震
、
史
上
最
多
の
台

風
上
陸
、
女
子
児
童
殺
人
事
件

や
放
火
事
件
な
ど
。
本
町
も
例

に
も
れ
ず
災
害
や
事
故
、
事
件

が
多
発
し
、
そ
の
上
、
経
済
的

に
も
苦
し
い
一
年
で
あ
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
▼
そ
う
し
た

中
、
本
町
は
自
立
の
町
を
目
指

し
た
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
な
か
な
か
明
る
い
展
望

は
開
け
て
き
ま
せ
ん
▼
安
心
し

て
生
活
で
き
る
山
田
町
、
活
力

の
あ
る
山
田
町
の
実
現
こ
そ
、

２
０
０
５
年
の
大
き
な
政
治
課

題
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
山

田
ら
し
さ
を
前
面
に
出
し
た
町

づ
く
り
が
必
要
で
す
▼
そ
れ
に

向
か
っ
て
議
会
活
動
の
様
子
を

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
伝
え
し
ま

す
。
議
会
並
び
に
広
報
に
対
す

る
ご
支
援
、
ご
批
判
、
ご
提
言

を
お
願
い
し
ま
す
。

（
田
村
）

傍
聴
席
か
ら
ひ
と
こ
と

インタ
ビュー

佐々木洋子さん
（中央町・70歳）

―
―
議
会
を
傍
聴
さ
れ
た
き
っ

か
け
は
何
で
す
か
。

町
婦
人
団
体
協
議
会
か
ら
の

声
か
け
に
よ
り
初
め
て
議
会
を

傍
聴
し
ま
し
た
。

―
―
議
会
を
傍
聴
さ
れ
て
の
感

想
は
い
か
が
で
す
か
。

議
員
の
質
問
に
対
し
て
執
行

部
は
的
確
に
答
弁
し
て
お
り
、

す
ば
ら
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

中
で
も
、
予
算
問
題
に
関
し

て
は
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
経

済
情
勢
の
中
で
あ
り
ま
す
が
、

い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
行
う
た
め

の
予
算
が
不
足
し
て
い
る
こ
と

は
、
寂
し
い
こ
と
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

―
―
今
後
、
議
会
ま
た
は
町
政

に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か
。

経
済
情
勢
が
悪
い
今
の
状
況

を
考
え
れ
ば
、
新
し
い
事
業
は

極
力
控
え
る
こ
と
も
大
切
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
町
当

局
、
議
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
一

層
が
ん
ば
っ
て
い
た
だ
き
、
光

の
見
え
る
施
策
を
展
開
し
、
希

望
の
持
て
る
山
田
町
と
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

◇
　
◇
　
◇
　
◇

十
二
月
定
例
会
に
は
、
三
日

間
で
延
べ
三
十
人
の
方
々
が
議

会
を
傍
聴
し
ま
し
た
。
議
会
で

の
一
般
質
問
や
議
案
審
議
な
ど

を
通
じ
て
町
政
課
題
や
町
の
将

来
方
向
が
見
え
て
き
ま
す
。
皆

さ
ん
で
議
会
を
傍
聴
し
ま
し
ょ

う
。
三
月
定
例
会
は
二
月
下
旬

に
開
会
の
予
定
で
す
。

議会広報研修で紙面づくりを学ぶ
─矢巾町議会、滝沢村議会を視察─
議会広報編集特別委員会（田村剛一委員長・

委員６人）は町民に親しまれる紙面づくりを学
ぼうと11月18日に矢巾町議会、19日には滝沢村
議会を視察しました。
学んだことを生かし本紙の充実のため、委員

一同頑張りますので、ご愛読をお願いします。

滝沢村議会を訪ねての研修

明
日
の
山
田
が

見
え
て
く
る

皆
さ
ん
で
議
会
傍
聴
を


